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価

5

個
別
計
画

考古・歴史・民
俗資料の整理

新たな「町田市史」編さんの際に重要となる自由民
権資料館所蔵の史料の整理を進めます。

新たな「町田市史」編さ
んのための重要史料群
の整理率

62.5%

4

個
別
計
画

町田の歴史を
学ぶ機会の充
実

①町田市域の歴史や考古・歴史・民俗資料の面白
さを幅広く伝えるための市民向け歴史講座を実施
します。

②アウトリーチ事業では、多くの方が参加しやすい
よう様々な会場に出向き、町田市固有の歴史資源
を活用した新たな講座や展示を実施します。

①歴史講座の新規利用
者率

②新規アウトリーチ事業
件数

①30.0%

②2件

2 -
町田の歴史資
源の整備とPR

・国指定史跡高ヶ坂石器時代遺跡（八幡平遺跡）
の未整備部分の整備を実施します。整備状況は
ホームページ等で情報発信し、整備完了後は八幡
平遺跡を活用したイベントを実施します。また、
2024年度の整備完了で2013年度から始まった国
指定史跡高ヶ坂石器時代遺跡全体の整備完了及
び2025年度に遺跡発見100周年を迎えるため、
2025年度に向けイベント等を企画します。
・国重要文化財旧永井家住宅の耐震対策として、
2024年度は耐震基礎診断を実施します。
・都指定史跡本町田遺跡の縄文住居の修繕を実
施します。修繕状況はホームページ等で情報発信
します。

①整備又は修繕等進捗
状況

②遺跡を活用したイベン
トの実施

①整備又は修
繕等完了

②1事業

1

個
別
計
画

「子どもにやさ
しいまち」の実
現に向けた取
組

①町田市の歴史をいつでもどこでも学べるように、
町田市の歴史に関するデジタルコンテンツを作成
します。2024年度は、自由民権資料館の企画展を
終了後も見れるようにデジタル展示化するほか、町
田の養蚕について学ぶ、小学校向け出張歴史授
業で使用する動画を作成します。

②小中学校向け事業としては、従来の「出張歴史
授業プログラム」に加えて、新規に用意した「施設
見学プログラム」「遺跡等見学プログラム」を実施し
ます。

①歴史を学ぶデジタルコ
ンテンツ作成件数

②小中学校向けプログラ
ム件数

計画
類型

①2件

②2件

3 -
展示及び保管
環境の整備

自由民権資料館の展示室及び収蔵庫、三輪の森
ビジターセンター内郷土資料展示室及び収蔵庫に
おいて、IPM（総合的有害生物管理）を実施し、今
後の害虫やカビ等の被害を防止する方策を検討し
ます。

検討状況 方策の決定

部課名 生涯学習部生涯学習総務課

課の使命
・生涯学習部の総務担当課として、事務事業の執行計画の調整・進行管理、連絡調整等を行い、組織が適切に運営できるようにします。
・町田市固有の歴史資源（※）の保護・維持・管理に努め、市民がそれらに触れられる機会・場所の提供及び情報を発信することにより、市民が郷土への理解と愛着を深められるようにします。
　※歴史資源とは…文化財に限らず、地域の歴史を伝える資料の総称

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

6

事
務
事
業
見
直
し

生涯学習推進
体制の強化

①社会教育委員の職務を生涯学習審議会に取り
入れ、社会教育及び生涯学習に係る第三者機関
を一元化することで、より効果的な生涯学習及び社
会教育を推進する事業を実施していきます。

②随時発生する文化財の修繕等に適切に対応す
るため、調査専門員等の設置や外部機関への相
談を行うことができるよう、2025年6月からの第33期
文化財保護審議会に向け、運営等の見直し案を作
成します。

①生涯学習及び社会教
育を推進する事業数

②文化財保護審議会の
運営等見直し案作成

①1事業

②見直し案作
成
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況
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価

5

個
別
計
画

学びのネット
ワークづくりの
促進

学習成果を生かし、学びの循環につなげるため、
生涯学習ボランティアバンクを再構築した仕組みで
実施します。
また、学び直しにつながる社会人向けリカレント・リ
スキル教育について、情報の収集・整理・提供を行
うとともに、「相模原・町田地域教育連携プラット
フォーム」との連携による教育事業を実施します。

①生涯学習ボランティア
バンク再構築後の利用
件数

②リカレント・リスキル教
育情報の整理・提供

①20件

②実施

4

個
別
計
画

学びの入口の
充実

アンケートで把握した市民ニーズを踏まえ、整理・
体系化した内容で講座事業を実施し、市民の学び
の機会を拡充します。特に、市民大学は、より多く
の方が連続講座を最後まで受講してもらいやすい
カリキュラムや内容に見直した上で実施します。
また、生涯学習センターの休館期間中も市民の学
習機会を確保するために、実施講座のデジタル配
信を推進します。

①出席率（※）が７０％以
上の市民大学講座数

②実施講座のデジタル
化率

※出席率＝延べ出席者
数／（受講決定者数×
開催回数）

①９講座

②４％

2

事
務
事
業
見
直
し

業務・事務の
効率化・サー
ビス向上

効率的・効果的な運営を目指すため、「行政でなけ
れば担えない機能」と「民間のノウハウが活かせる
機能」を整理し、業務委託範囲の拡大に向けた準
備に取り組みます。

業務委託範囲の拡大と
導入準備

仕様書案の作
成

1

個
別
計
画

「障がい者へ
の差別を解消
し共生社会の
実現」に向け
た取組

2024年2月に作成した「町田市障がい者青年学級
事業再構築の方向性について」に基づき、誰もが、
障がい等の事情に左右されずに公平に学習するこ
とができる事業となるよう、障がい者青年学級の新
たな仕組みづくりを行います。

新たな仕組みの検討と
実施要項案の作成

計画
類型

作成完了

3

重
点
事
業
プ
ラ
ン

新たな学びの
支援

デジタルデバイドを解消するため、デジタル初心者
向けの体験講座を実施します。
また、基本操作を習得された方向けに、SNSを活用
する講座など、応用講座を実施します。

①学習成果を今後、活
かせる と答えた人の割
合

②応用講座実施回数

①88％

②2回

部課名 生涯学習部生涯学習センター

課の使命 学びに出会う機会と学習成果をいかす機会を提供するための中核施設を担います。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
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価

4

個
別
計
画

第四次町田市
子ども読書活
動推進計画の
推進／「子ど
もにやさしいま
ち」の実現に
向けた取組

➀「えいごのまちだ」事業を推進するため、外国語
の絵本・児童書の整備・活用を進めます。

②子ども・若者が読書や図書館に興味を持つよう、
若者が参画するイベントを実施します。

①外国語の絵本・児童
書の貸出冊数

②若者が参画するイベン
トの実施件数

①17,000冊

②2件

2

個
別
計
画

さるびあ図書
館の再編

町田駅周辺公共施設再編構想に基づき、2026年
度に集約方法を決定するため、①図書館利用者お
よび子ども・若者を対象とした意見交換会、②町田
第二地区の住民を対象にした無作為抽出アンケー
ト、③集約方法の素案作成をします。

①意見交換会の実施回
数

②無作為抽出アンケート
の実施

③集約方法の素案作成

①2回

②アンケート
の実施

③素案作成

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン
/
事
務
事
業
見

直
し

ワタシが主役
の図書館づく
り

目的や用事がなくても気軽に過ごせる地域の居場
所をつくることを目指し、鶴川図書館を地域と「共に
創り」「共に運営する」図書コミュニティ施設へと転
換するため、民設民営化に向けた準備を行い、コ
ミュニティの形成や読書普及に関するイベントを実
施します。

①民設民営化に向けた
準備

②コミュニティの形成や
読書普及に関するイベン
トの実施

計画
類型

①民設民営化
に向けた準備
の完了

②3回

3

重
点
事
業
プ
ラ
ン
/
事
務
事
業
見

直
し

新たな図書館
様式推進事業

①地域資料デジタル化を実施し、電子書籍サービ
スの充実を図ることにより、暮らしの中で本に触れる
機会を増やします。

②更なる運営効率化と利便性向上のため図書館シ
ステムの更改を実施します。

①電子書籍の年間貸出
数

②システム更改の実施

①100,000タイ
トル

②システム更
改の完了

部課名 生涯学習部図書館

課の使命 誰もが、必要とする知識・情報等を容易に入手することができ、安心して過ごせる環境を提供することで、人と人とがつながりあい知的で心豊かな生活の実現に寄与します。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
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進
捗
状
況

評
価

4

個
別
計
画

中高生から20
代の若い世代
を対象とした
事業の充実

未来を担う若い世代にことばや文字、文学の魅力
を伝えるため、文学に近接する分野を幅広く取り込
んだ事業を実施します。
小・中・高校生を対象に「ことばらんどショートショー
トコンクール」を実施します。より多くの作品を応募
してもらえるようなPR方法を検討します。

①10代・20代を対象にし
た事業の実施

②ショートショートコン
クール応募件数

①3件

②1,050件

2

個
別
計
画

「ことばの扉」
事業の推進

春に開催する、現代短歌をテーマにした芸術祭
「57577展2nd」をはじめ、「ことば」や「文学」を柱とし
た展覧会を4回実施します。デジタルコンテンツの
活用やアウトリーチ等、新たな年代層に対応した手
法を検討しながら、ことばや文学に関する事業を行
います。また、小・中学校への出張授業を行い文学
に触れあう機会をつくり出します。

①展覧会観覧者数

②アウトリーチ事業件数

①22,500人

②21件

1

個
別
計
画

森村誠一没後
1周年記念事
業の実施

①町田市名誉市民であり、文学館の開設以来長年
に渡り活動を支援していただいた森村誠一氏没後
1周年の記念展を秋に開催します。また、森村氏の
業績を顕彰し、作品の魅力を感じてもらうための関
連事業を通年で実施します。芹ヶ谷公園“芸術の
杜”パークミュージアムなど、近隣の施設と連携した
事業も実施します。

②事業の実施に際し、助成金申請や企業の協力を
仰ぐなど、新たな財源の確保に努めます。

①事業の実施数

②財源の拡充

計画
類型

①-1 展覧会
1件
①-2　関連事
業 6件

②新たな財源
の確保 1件

3

個
別
計
画

つながることに
重きを置いた
事業の実施

ことばや文学を柱にしながら地域や人とのつながり
を生み出す事業を実施します。学校と連携して実
施する「ことばらんどショートショートコンクール」や、
町内会や商店会と連携し開催する「文学館まつり」
など、学校や地域協力者、事業所等と連携し、新た
な事業を実施します。

学校や地域協力者、事
業所等と連携して実施し
た事業数

17事業

部課名 生涯学習部図書館町田市民文学館

課の使命
”ことばの扉”として、子どもからお年寄りまで、あらゆる世代の人たちに、ことばや文字、文学の魅力に触れる機会、学びのきっかけとなる機会を提供します。
また、世代を超えて多様な考え方や価値観に触れ、コミュニケーションを図ることで、創造性を高め、豊かな心を育む場所となります。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

5

事
務
事
業
見
直
し

「ゼロカーボン
シティまちだ」
に向けた取組

町田市第5次環境配慮行動計画に基づき消費電
力の削減に努めます。貴重資料保存庫、収蔵庫に
加え、展示室の温度を、現状から夏季は+3℃、冬
季は-3℃にの範囲で調整することで消費電力の削
減効果を検証します。

電気使用量の削減
前年度比4%削
減


